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飯山市 の歴史

《講師経歴》
1972年、早稲田大学大学院文学研究科博士課程修了。現
在、静岡大学名誉教授、文学博士。
ベストセラーとなった『日本の歴史がわかる本』などの啓
蒙書の執筆を行い、ＮＨＫ総合テレビ「歴史秘話ヒストリ
ア」やＮＨＫ Ｅテレ「さかのぼり日本史」などにも出演し、
わかりやすい解説には定評がある。

◆問合せ・託児申込み先　飯山市総合学習センター（飯山市公民館）　℡６２－３３４２

 

飯
山
雪
国
大
学
文
化
講
演
会

総合学習センター
講座内容募集

総合学習センターでは、次年度の講座
を考えるにあたり、皆様のご意見を募
集いたします。やってみたい講座、教
えてもらいたい講師、こんなことを教
えてみたい方など、ご意見をお寄せく
ださい。

連絡先：総合学習センター飯山市公民館（℡６２－３３４２　FAX６２－５９４０）

降 雪 時 駐 車 場 使 用 に
ついてのお願い

　総合学習センター（飯山市公民館・市立
飯山図書館・飯山市美術館・いいやま女性
センター未来・飯山市ふるさと館）の駐車
場使用につきましては、夜間（夜10時以降）
及び早朝の駐車は除雪作業の支障になって
いますので駐車しないようお願いします。

多くの皆さまのご来場をお待ちしています。

当
日
は
駐
車
場
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
お
越
し
の
際
は
、
で
き
る
だ
け
相
乗
り
や

公
共
交
通
機
関
で
の
ご
来
場
を
お
願
い
し
ま
す
。

　総合学習センターでは、春休み体験教室を開催します。
　対象は、市内小中学校の児童生徒の皆さんです。さまざまな体験や学校、
　学年を超えた仲間づくりを図る絶好の機会です。
   くわしくは、各学校を通して配布されるチラシをご覧ください。

春休み体験教室 参加者募集

申込期間：２月２１日（火）～３月２日（金）
定員になり次第、締め切らせていただきます。

墨書土器が示すもの
飯山の人々が文字を知ったのはい
つ頃でしょうか？
瑞穂の千苅遺跡で出土した平安
時代の坏に書かれた「大」の字は、
はらいの部分を大きく丸めて跳ね
上げています。この奇妙な文字は、
漢字をよく知らない人が書いた可
能性があり、墨書土器の記号的な
役割を感じさせます。
飯山では他にも平安時代の遺跡
から墨書土器が見つかっています
が（上野遺跡の「父」･北原遺跡
の「大」･屋株遺跡の「加」など）、
この地方で文字が普及するのは
もっと後の時代といえそうです。

せんがり

はい

お申込み・お問合わせは　飯山市公民館　☎６２－３３４２　まで

「お菓子屋さんと作ろう おいしいお菓子」と「静電気と水の不思議！！おもしろ理科実験」は、２回開催のうち、
どちらかひとつの教室へのお申し込みでお願いします。

※

1996年ＮＨＫ大河ドラマ「秀吉」、2006年の「功名
が辻」、2009年の「天地人」、2011年の「江～姫た
ちの戦国～」で時代考証をつとめた。
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平成 24年度
飯山市公民館事業基本方針（案）を確認 飯

山
市
公
民
館
地
区
館
長

主
事
合
同
会
議
開
催就　

任　
者

就　
任　
者

退　
任　
者

退　
任　
者

　

１
月
20
日
（
金
）
市
内
各
地

区
館
長
及
び
主
事
が
集
ま
り
、

合
同
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

〜
よ
ろ
し
く
願
い
し
ま
す
〜

◇
常
盤
公
民
館
長

　
大
木
賢
勇
さ
ん
（
大
塚
）

◇
木
島
公
民
館
長

　

浦
野
秀
人
さ
ん
（
天
神
堂
）

〜
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
〜

　

平
成
22
年
１
月
１
日
よ
り
２

年
、
常
盤
公
民
館
長
を
お
務
め
い

た
だ
い
た
岡
田 

米
治
さ
ん

　

平
成
20
年
11
月
１
日
か
ら
３

年
２
ヶ
月
、
木
島
公
民
館
長
を
お

務
め
い
た
だ
い
た
山
﨑 

信
男
さ
ん

マイ　★★
オピニオン
意見・私見

マイ　★★
オピニオン
意見・私見

「公民館事業に参加して     
 の感想」
木島公民館専門部員　岩﨑　司

　去年の４月から木島地区公民館専門部員として活動させて
いただいている岩﨑司です。子供のころから公民館事業に参
加することが多く、様々な場面で専門部員の活躍している姿を
見ていたため、専門部員として自分が活動することに大変不安
を感じていました。
　しかし、公民館長さんや専門部員の仲間、地区のみなさん
と一緒に活動しているうちに、そういった不安はなくなり、楽
しく活動できるようになっていました。また、自分が小学校の
頃に選手として出場していた市駅伝大会の練習や当日の送迎
など、選手とは違った立場で事業に参加することで、選手が
安心して走ることができるよう多くの人が協力してくれている
ことに改めて気づくことができました。このほかにも専門部員
にならなければ気づかなかったことが多くあり、そのなかでも
一番強く感じたことは、公民館事業へ多くの人が参加し楽しむ
ことで、木島地区が元気になっているように感じました。実際に、
そういった公民館事業の雰囲気が専門部員として一番嬉しく
感じる瞬間でもあり、次の事業への励みにもなっていました。
　最後に一年間の活動を通して、各地区の公民館長さん、鬼
島のコーチのみなさんには事業ごとに大変お世話になりまし
た。今後も木島地区が楽しく、元気になるよう公民館事業に
取り組んでいきたいと思いますのでよろしくお願いします。

「専門部員になるに 
 あたって」
太田公民館専門部員　藍葉　匠

　私は今年から太田地区公民館の専門部員になりまし
たが、初めての専門部員としての活動にやや不安を感
じています。と言うのも、私は今まであまり地域の活動
や行事に参加したことが無く、専門部員の活動もどんな
ことをしているのか全く分かっていないのが正直なとこ
ろです。しかし、やると決まったからには地域のために
全力を尽くしていきたいと思っています。
　私は去年の4月に市役所に就職し、消防団や地区の
祭りにも参加するようになりました。仕事にしても祭り
の役にしても何もかもが初めての体験で、うまく出来る
だろうか、失敗しないだろうかと常に不安を感じていま
した。しかし人間やれば出来るもので、初めはとても難
しく感じたことでもやっているうちに少しずつ出来るよう
になっていきました。もちろんそれは自分一人の力では
なく、周囲の人の助けや指導があったからこそ出来たこ
とだと思います。
　公民館の専門部員の活動も今は何も分からない状態
ですが、できるだけ早く身に付けられるよう勉強してい
きたいと思っています。地域の方々や他の部員の方に
は不慣れゆえにご迷惑をかけてしまうことがあるかもし
れませんが、ご指導のほど宜しくお願い致します。

　

会
議
の
冒
頭
で
は
、
本
年
１

月
１
日
付
で
常
盤
公
民
館
長
に

就
任
さ
れ
た
大
木
賢
勇
さ
ん
と
、

木
島
公
民
館
長
に
就
任
さ
れ
た

浦
野
秀
人
さ
ん
に
、
土
屋
稔
教

育
長
よ
り
辞
令
交
付
が
行
わ
れ
、

共
に
公
民
館
活
動
を
支
え
て
い
た

だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
市
内
全
公
民
館
の

活
動
指
針
と
な
る
「
平
成
24
年

度 

飯
山
市
公
民
館
事
業
の
基
本

方
針
（
案
）」
が
飯
山
市
公
民
館

長
よ
り
示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
内
容
を
検
討
し
な
が
ら
、
飯
山

ら
し
い
公
民
館
活
動
、
文
化
の
薫

る
楽
し
い
暮
ら
し
を
目
指
し
た
、

平
成
24
年
度
事
業
を
計
画
す
る

に
あ
た
っ
て
の
方
針
（
案
）
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。

箕
口
博
彫
刻
作
品
を

飯
山
市
美
術
館
に
寄
贈

　飯山市美術館ではこのほど、木島地区出身で昭和 52

年に 54 歳で亡くなった彫刻家、箕口博の作品 36 点を

寄贈いただきました。

これは、昨年美術館で開催した企画展『虚の世界

に遊んだ人　箕口博彫刻展』を機に、夫人の箕口百合

子さん（滋賀県在住）から申し出のあったもの。飯山

で生まれ育ったことを誇りにしていた箕口博は、自身

の作品が故郷に戻ることを生前強く願っていたそうで

す。

寄贈作品はすべて、同企画展の出品作の一部で、箕

口芸術の中核をなす『虚』シリーズをほぼすべて網羅

しています。また、二科展、二紀展等の展覧会で入選

した作品も含まれています。箕口博の業績を知る上で、

これ以上ない貴重な作品です。

今後、美術館では、郷土出身の優れた彫刻家である箕

口博の芸術を多くの皆さんにご鑑賞いただけるよう展

示の機会を設けていく考えです。

△

△

ギ
ャ
ラ
リ
ー
企
画
展

「
新
収
蔵
品
展
」

で
紹
介
し
た
箕
口
作
品

（一
部
）

　城下町として栄えた飯山では、江戸時代からひな祭り行事が
行われていました。その頃流行した享保びななどの古式のひな
人形をはじめ、宮殿びな、現代の段飾り、つるしびななどさま
ざまなひな人形を展示します。
　また、市内商店街と連携し「城下町ひな街道」として街全体
をひな人形で彩ります。ぜひご覧ください。

■日　時　平成２４年３月３日 （土）　
　　　　　   午前９時３０分～
■場　 所　ふるさと館　体験作業室
■参加費　１，０００円
■定　 員　１５名 （定員になり次第締め
              切ります）
■申し込み　飯山市ふるさと館までお
              電話でお申し込みください。
              （ ６７－２０３０）

八段飾りひな人形 (昨年の展示の様子 )

内
山
紙
ひ
な(

内
山
紙
で
作

っ
た
お
ひ
な
様)

参
考
作
品

竹
内
択
選
手
と
父

・
亨
さ
ん

（企
画
展
会
場
に
て
）

　ふるさと館では、スキー 100 周年記念
事業として「飯山スキー発祥 100 周年展」
を開催しました。飯山のスキーの歴史を
伝える貴重な写真や資料を、たいへん多
くの皆様にご覧いただくことができまし
た。
　お客様からは、「スキーについての歴史
を知るすばらしい展示会でした」「当時の
ことをいろいろと思い出しました」「100
年の歴史を感じました」などといった感
想をいただきました。また、開催期間中
に飯山市出身のオリンピック選手・竹内
択選手も会場に来てくださいました。ご
来館いただいた皆様、ご協力いただいた
皆様、本当にありがとうございました。

                 体験教室
「内山紙で作るひな人形」
　　　  参加者募集
 ひな人形展開催にあわせ、飯
山の特産品である内山紙を使っ
ておひな様を作ります。

企 画 展「 飯 山 ス キ ー 発 祥
１００周年展」開催しました

「
飯
山
城
下
町
ひ
な
街
道

 

ひ
な
人
形
展
」

飯
山
市
ふ
る
さ
と
館
企
画
展

■期　　　間　ふるさと館会場　平成２４年２月１８日（土）～３月２５日（日）

商店街会場　平成２４年２月１１日 （土） ～３月３日 （土）

■開館時間　午前９時～午後６時 （入館は５時半まで）

■休　館　日　毎週月曜日 （祝日の場合は翌日）

■入　館　料　大人２００円、 小中学生１００円　※市内の小中学生は無料

△

△

おに

じま
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人 権
学習シリーズ

岡　
山

岡　
山　
　
　

　
　
　

常　
盤　

常　
盤　
　
　

外　
様

外　
様　
　
　

　
　
　

木　
島

木　
島　
　
　

秋　
津　

秋　
津　
　
　

【地区館情報】

飯　
山

飯　
山　
　
　

　補導委員会副会長ということで、人権学習シリーズに原稿
を依頼された。　
　補導員の仕事も最近やっと解ってきたところ、人権について
考えたこともない。何を書いてよいのか、とりあえず辞書を引
いてみた。人権とは「人間が人間として生来持っている、生命、
自由、平等などを保障される権利」とあったが、よく解らない。
仕方なくネットで調べてみた。
　すると、こんな文章を見つけた。「自分の生き方を責任をもっ
て自分で選ぶことは人権なのです」この文章を見て、わが子
のことを考えてみた。
　私には四人の娘がいる。その子たちが成長する過程でいろ
いろな事があった。ひとつは、彼女の夢は、高校を卒業したら、
東京で若い人を対象とした、服を売る関係の仕事に就くことで
あった。それもアルバイトでもいいので行きたいと、親としては、
正社員になれるならともかく、アルバイトでは心配でとても行
かせることは出来なかった。
　何とか説得して１年だけ学校に通い、彼女の夢だったこの
関係の仕事に、正社員で就くことができた。しかし、世の中不

『わが家の人権』 飯山市青少年育成補導員会 副会長　倉科 千浩

景気でその会社はすぐに倒産してしまい、彼女は実家に戻る
ことになる。今親として思うのは、あの時彼女の思いどおりに、
すぐに働いていれば違った人生があったのではと思う。
　もうひとつ（もう一人）は、彼女は高校卒業後の進路でこ
んなことを言った。　「私は土日休みのサービス業をしたい」
と、そのとき、私も先生も、そんな仕事はあるわけないと言っ
て諦めさせ、普通の会社を勧め、そこそこの会社に正社員で
入ることができた。しかし、１年くらいでその会社を辞めてし
まった。そして結局、土日休みではないが、サービス業に就
いた。その時もう少し彼女の思いを尊重して相談していれば、
こんな遠回りしなくてよかったのにと思う。二人は少なくとも、
自分の進路（生き方）を自分で選んでいた。親がそれを認め
ることができなかっただけだった。
　いくら自分の子供でも、その子（人）の人生、これからは
子供たちの一番のサポーターで、どんなときも子供たちの味
方でいようと思う。
　この二人は、今では結婚をし子供も生まれ、幸せに暮らし
ている。

◇
冬
期
老
燃
教
室

日
時　
３
月
19
日
（
月
）
２
時
か
ら

場
所　

飯
山
市
公
民
館　
２
階
講
堂

　
こ
れ
か
ら
も
元
気
に
暮
ら
し
て

い
け
る
お
話
と
冬
の
運
動
不
足
解

消
に
ス
ポ
レ
ク
を
行
い
ま
す
。
室

内
に
お
い
て
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
を
し

て
、
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
。
１
時

間
程
度
行
い
、
終
了
後
お
茶
会
を

し
ま
す
。（
飯
山
地
区
老
人
ク
ラ

ブ
共
催
）

◇
常
盤
サ
ロ
ン
料
理
講
座

「
き
の
こ
ジ
ュ
レ
で
健
康
に
」 

日
時　
３
月
６
日
（
火
）
午
前
10

時
〜　
２
時
間
程
度 

講
師　

沼
田
浩
子
さ
ん
（
常
盤

地
区
農
業
委
員
） 

持
ち
物　

参
加
費
５
０
０
円　
エ

プ
ロ
ン
他 

申
込
〆
切　
２
月
27
日
（
月
） 

　

沼
田
さ
ん
考
案
の
キ
ノ
コ
入
り

ゼ
リ
ー
風
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
で
野
菜

を
美
味
し
く
食
べ
ま
し
ょ
う
!!

　

申
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
常
盤

活
性
化
セ
ン
タ
ー
ま
で
。 

　
ド
シ
ド
シ
ご
応
募
く
だ
さ
い
!!

◇
新
春
書
初
め
大
会

　
１
月
４
日
、
子
ど
も
会
育
成
協

議
会
と
岡
山
公
民
館
共
催
で
子
ど

も
11
名
、
大
人
２
名
が
参
加
し
て

「道祖神まつり」

◇
第
27
回
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
オ
リ
エ

ン
テ
ー
リ
ン
グ

　
３
月
４
日（
日
）、バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

の
食
材
を
求
め
て
柳
原
地
区
内
を

回
る
「
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
オ
リ
エ
ン

テ
ー
リ
ン
グ
」
を
開
催
し
ま
す
。

柳
原
地
区
の
皆
さ
ん
、
是
非
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

◇
第
12
回
か
ま
く
ら
祭
り

　
２
月
11
日
（
土
）
と
12
日
（
日
）

の
２
日
間
、
信
濃
平
観
光
案
内
所

周
辺
を
会
場
に
、毎
年
恒
例
の「
か

ま
く
ら
祭
り
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
飯
山
ス
キ
ー
１
０
０
周

年
を
記
念
し
、
市
内
に
１
０
０
基

の
か
ま
く
ら
を
作
る
試
み
が
な
さ

れ
ま
し
た
。
公
民
館
も
、「
か
ま

く
ら
が
と
け
る
ほ
ど
恋
し
た
い
」

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

伝統行事を大切に

思い出に残る「初日の出」

新
春
書
初
め
大
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
は
学
校
の
宿
題
の
書
初

め
、
大
人
は
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
講

師
の
指
導
の
も
と
作
品
に
仕
上
げ

ま
し
た
。

　

早
速
、
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の
『
お

か
や
ま
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
』
に
展

示
し
ま
し
た
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
書
初
め
大
会
審
査
結
果

・
最
優
秀
賞　

岡
山
小
５
年　
田
中 

鈴
乃
さ
ん

・
優
秀
賞　
　

戸
狩
小
４
年　

北
條 

陽
菜
さ
ん

岡
山
小
２
年　
小
田
切 

良
太
君

・
奨
励
賞　
　
　

城
北
中
１
年　
田
中 

泉
菜
さ
ん

飯
山
小
６
年　
上
野 

瑞
姫
さ
ん

岡
山
小
５
年　
小
田
切 

優
美
さ
ん

◇
ご
来
光
ツ
ア
ー

〜
鷹
落
山
展
望
台
か
ら

　
　
　
初
日
の
出
を
拝
も
う
〜

　

平
成
24
年
元
旦
、
雪
上
車
も

不
調
を
来
す
厳
し
い
冷
え
込
み
の

中
有
志
が
集
い
、
鷹
落
山
展
望
台

（
黒
岩
山
の
隣
）に
向
か
い
ま
し
た
。

　

山
際
に
は
雲
が
か
か
り
、
ご
来

光
が
見
ら
れ
る
か
不
安
な
状
況
で

し
た
が
、
７
時
過
ぎ
に
雲
間
か
ら

初
日
の
出
を
拝
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

飯
山
盆
地
を
明
る
く
照
ら
す
ご

来
光
に
、
今
年
一
年
が
良
い
年
と

な
る
よ
う
、
参
加
者
全
員
で
お
祈

り
し
ま
し
た
。

◇
道
祖
神
ま
つ
り

　

毎
年
恒
例
の
道
祖
神
ま
つ
り

が
１
月
15
日
（
日
）
に
行
な
わ
れ

ま
し
た
。
以
前
は
各
集
落
で
お
こ

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
で
は

富
倉
公
民
館
行
事
と
し
て
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

昔
か
ら
富
倉
に
は
、
各
世
帯
に

ケ
イ
（
木
で
作
っ
た
笛
）
が
あ
っ

て
非
常
時
や
人
足
が
必
要
な
時
に

は
、
ケ
イ
を
鳴
ら
し
て
知
ら
せ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
通
常
は

吹
け
な
い
が
道
祖
神
の
時
は
例
外

で
、
吹
き
比
べ
や
練
習
な
ど
を
し

て
い
ま
し
た
。

　

当
日
も
ケ
イ
を
盛
ん
に
吹
い

て
、
道
祖
神
ま
つ
り
の
ム
ー
ド
を

高
め
て
く
れ
ま
し
た
。

◇
も
の
づ
く
り

　

柳
原
公
民
館
専
門
部
員
で
「
も

の
づ
く
り
」
を
行
い
ま
し
た
。「
も

の
づ
く
り
」
と
は
五
穀
豊
穣
を
願

い
、
そ
の
年
の
収
穫
物
を
米
の
粉

の
団
子
で
作
っ
た
も
の
や
、
大
判
、

小
判
な
ど
の
飾
り
を
木
の
枝
に
つ

る
す
小
正
月
の
伝
統
行
事
で
す
。

　

昔
な
が
ら
の
行
事
を
行
う
家

庭
は
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
よ

う
で
す
が
、
大
切
に
し
て
い
き
た

い
も
の
で
す
。

どの作品も力作揃い

◇
第
28
回
木
島
少
年
ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
大
会

入賞おめでとうございます

　
１
月
29
日
（
日
）
木
島
工
場
団

地
北
側
特
設
コ
ー
ス
に
て
開
催
さ

れ
、
木
島
小
学
校
と
飯
山
養
護

学
校
の
選
手
94
名
が
日
ご
ろ
の
練

習
の
成
果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

連
日
の
大
雪
で
コ
ー
ス
整
備
も

心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
地
元
コ
ー

チ
関
係
者
の
ご
協
力
に
よ
り
最
高

の
コ
ン
デ
シ
ョ
ン
で
選
手
た
ち
は

緊張のスタート！

◇
そ
ば
打
ち
・
試
食
会

　

12
月
29
日（
木
）に「
今

年
は
オ
ヤ
マ
ボ
ク
チ
で

十
割
そ
ば
を
打
と
う
!!
」

と
題
し
て
開
催
し
ま
し

た
。
十
割
そ
ば
を
打
つ
の

は
初
め
て
、
更
に
コ
ツ
が

つ
か
め
た
ら
と
大
勢
の
方

が
参
加
さ
れ
、
真
剣
に
取

り
組
ま
れ
ま
し
た
。
最

後
に
は
講
師
の
打
た
れ
た

そ
ば
で
試
食
を
し
て
そ
ば

談
議
に
華
が
咲
き
ま
し

た
。
お
持
ち
帰
り
に
な
っ

た
そ
ば
は
い
か
が
だ
っ
た

で
し
ょ
う
か
？

◇
第
14
回
秋
津

　
ゆ
き
だ
る
ま
ま
つ
り

　

２
月
11
日
（
土
）、
12

日
（
日
）
伍
位
野
交
差

点
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
に

て
、
恒
例
「
秋
津
ゆ
き
だ
る
ま
ま

つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、
と
て
も
大

勢
の
皆
さ
ん
に
訪
れ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

競
技
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

大
会
運
営
に
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
関
係
者
の
皆
様
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

真剣に見つめる参加者ら
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開館時間と休館日
＜開館時間＞  火～金9：30～18：00
　　　　　  土・日9：30～17：00
 ＜定 休 日＞   月曜日・祝祭日・年末年始

◇ 図書館カレンダー ◇

の日は休館です。

図書館
ニュース

３/１ 木 10:30～絵本とわらべうたの会
２ 金 移動図書館車④コース
３ 土
４ 日 10:30～おはなしひろば
５ 月 月曜休館
６ 火
７ 水 移動図書館車③コース
８ 木 10:30～絵本とわらべうたの会
９ 金 移動図書館車②コース
10 土
11 日 10:00～ブックスタート
12 月 月曜休館
13 火
14 水 移動図書館車①コース
15 木 10:30～絵本とわらべうたの会
16 金 移動図書館車④コース
17 土
18 日 10:30～おはなしひろば
19 月 月曜休館
20 火 祝日休館（春分の日）
21 水 移動図書館車③コース
22 木 10:30～絵本とわらべうたの会
23 金 移動図書館車②コース
24 土
25 日 10:30～おはなしひろば
26 月 月曜休館
27 火
28 水 移動図書館車①コース
29 木 10:30～絵本とわらべうたの会
30 金 移動図書館車④コース
31 土

らいぶらりいブックレビュー
こんなのもあります

旬の本・話題の本・意外な本

「
13
歳
か
ら
の
論
理
思
考
力
の  

　
　
　
　

  

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」

　
　
小
野
田
博
一　
著　
　

　
　
（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所　
刊
）
　理詰めに考え続ける訓練がで
きる本。論理的に考え続けるの
は苦手、という方もいらっしゃい
ますよね。イラストも加わり、ク
イズを解くように読み進めるうち
に、だんだん論理的な思考の持
久力がついてきそうです。ぜひ
挑戦してみて下さい。

よ
み
も
の

オ
ー
ル
カ
ラ
ー
世
界
台
所
博
物
館　

驚
く
べ
き
雲
の
科
学　

日
本
の
外
来
哺
乳
類　

脳
を
創
る
読
書　

秘
境
ブ
ー
タ
ン　

平
成
不
況
の
本
質　

選
択
の
科
学　

で
き
る
こ
と
を
し
よ
う
。　

う
つ
病
の
ベ
ス
ト
ア
ン
サ
ー　

こ
ん
な
に
使
え
る
酒
粕
の
レ
シ
ピ

住
宅
・
イ
ン
テ
リ
ア
の
解
剖
図
鑑

ち
い
さ
い
サ
ボ
テ
ン
の
寄
せ
植
え

絶
望
の
隣
は
希
望
で
す
！　

銅
版
画
を
作
ろ
う　

心
に
響
く
葬
儀
・
法
要
の
あ
い
さ
つ
と
手
紙
＆
マ
ナ
ー

日
本
人
の
知
ら
な
い
日
本
語
12

街
歩
き
の
イ
タ
リ
ア
語　

宮
崎　

玲
子

リ
チャー
ド・ハン
ブ
リン

山
田　

文
男

酒
井　

邦
嘉

中
尾　

佐
助

大
瀧　

雅
之

シ
ー
ナ
・
ア
イ
エ
ン
ガ
ー

糸
井　

重
里

大
野
　

裕

栗
山
真
由
美

松
下　

希
和

松
山　

美
紗

や
な
せ
た
か
し

渡
辺　

達
正

杉
本　

祐
子

蛇

蔵

岩
田
デ
ノ
ー
ラ
砂
和
子 

生
活
・
社
会
・
趣
味

親
鸞　
激
動
篇
上
下　

ス
イ
ン
グ
ア
ウ
ト
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ　

酒
田
さ
行
ぐ
さ
げ　

鮫
島
の
貌　

口
紅
の
と
き　

開
拓
者
た
ち　

限
界
集
落
株
式
会
社　

傷
痕　

所
轄
魂　

幻
影
の
星　

コ
ー
ヒ
ー
ブ
ル
ー
ス　

ま
ち
が
い　

篠
ノ
井
線
・
姨
捨
駅
ス
イ
ッ
チ
バ
ッ
ク
で
殺
せ

五
木　

寛
之

石
田　

衣
良

宇
江
佐
真
理

大
沢　

在
昌

角
田　

光
代

北
川
　

恵

星
野　

伸
一

桜
庭　

一
樹

笹
本　

稜
平

白
石　

一
文

小
路　

幸
也

辻
　

仁
成

西
村
京
太
郎

新 着 図 書 案 内

県
庁
お
も
て
な
し
課　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

  

有
川　
浩

　
と
あ
る
県
庁
に
生
ま
れ
た
新
部

署「
お
も
て
な
し
課
」。
若
手
職
員・

掛
水
は
、
地
方
振
興
企
画
の
手
始

め
に
、
地
元
出
身
の
人
気
作
家
に

観
光
特
使
を
依
頼
す
る
が
、
し
か

し
・
・
・
！
？

３
・
11　
心
に
残
る
１
４
０
字
の
物
語

　
　
　
　
　
　

   

内
藤　
み
か

　

震
災
で
各
種
メ
デ
ィ
ア
や
携
帯

電
話
を
超
え
る
速
度
で
広
範
囲
に

活
躍
し
、
そ
の
真
価
を
見
せ
つ
け

た
ツ
イ
ッ
タ
ー
。
本
書
は
被
災
者

と
支
援
者
た
ち
が
紡
ぐ
「
１
４
０

字
の
物
語
」
の
作
品
集
。

サ
ム
ラ
イ
ブ
ル
ー
の
料
理
人

　
　
　
　
　
　
　

西　

芳
照　

　
世
界
で
戦
う
選
手
た
ち
の「
食
」

で
支
え
て
き
た
専
属
シ
ェ
フ
が
初

め
て
語
る
、
Ｗ
杯
の
秘
策
か
ら
ア

ジ
ア
カ
ッ
プ
優
勝
ま
で
の
感
動
の

舞
台
裏
。
勝
利
の
メ
ニ
ュ
ー
と
レ

シ
ピ
掲
載
！

五
感
で
学
べ　

　
　
　
　
　
　
　

川
上　

康
介　

　
あ
る
農
林
学
校
の
過
酷
で
濃
密

な
３
６
５
日
を
密
着
取
材
。
畑
を

通
し
て
頭
と
体
、
そ
し
て
人
間
に

備
わ
る
五
感
の
す
べ
て
を
働
か
せ

な
が
ら
成
長
し
て
い
く
若
者
た
ち

の
姿
を
、
力
強
く
描
い
た
一
冊
。

働
く
君
に
贈
る
25
の
言
葉

　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木
常
夫　

　
家
族
の
障
害
、
病
気
を
サ
ポ
ー

ト
し
な
が
ら
、
社
長
に
ま
で
の
ぼ

り
つ
め
た
著
者
が
教
え
る
、
何
が

あ
っ
て
も
強
く
生
き
抜
く
「
仕
事

力
」
と
「
人
間
力
」。
心
に
深
く

沁
み
込
む
25
の
エ
ッ
セ
イ
。

図
説　
本
の
歴
史

　
　
　
　
　
　
　

樺
山　
紘
一 

編

　

石
に
刻
み
、
木
や
葉
に
書
く
こ

と
か
ら
始
ま
っ
た
書
物
は
、
グ
ー

テ
ン
ベ
ル
ク
の
印
刷
術
に
よ
っ
て

大
き
く
進
展
し
た
。
電
子
書
籍
の

時
代
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
今

日
、
書
物
の
歴
史
を
振
り
返
る
。

世
界
を
変
え
た
10
冊
の
本

　
　
　
　
　
　
　
　

池
上　

彰　

　
『
聖
書
』『
種
の
起
源
』『
資
本
論
』

か
ら
、『
ア
ン
ネ
の
日
記
』
や
話

題
の
“
プ
ロ
倫
”
ま
で
。
そ
れ

ま
で
の
常
識
を
１
８
０
度
ひ
っ
く

り
返
し
、
今
に
つ
な
が
る
歴
史
を

作
っ
た
世
界
の
重
要
書
物
10
冊
。

今
日
も
森
に
い
ま
す
。
東
京

チ
ェ
ン
ソ
ー
ズ

青
木
亮
輔
・
徳
間
書
店
取
材
班　

　
東
京
の
山
岳
地
域
で
若
者
た
ち

が
林
業
事
業
体
を
起
業
し
た
。
リ

ア
ル
な
エ
コ
と
癒
し
、
そ
し
て
働

く
こ
と
の
原
点
が
彼
ら
の
林
業
ラ

イ
フ
を
通
じ
て
伝
わ
っ
て
く
る
。

元
気
が
出
る
１
冊
。

13
歳
か
ら
の
論
理
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　
　
　
　
　
　
　

小
野
田
博
一　

　

日
常
の
論
理
は
相
当
い
い
か
げ

ん
な
も
の
。﹇
論
理
そ
の
も
の
﹈
の

訓
練
で
本
当
の
論
理
思
考
を
手
に

入
れ
て
く
だ
さ
い
！
13
歳
か
ら
大

人
ま
で
、
楽
し
ん
で
読
み
な
が
ら

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
き
ま
す
。

ど
こ
か
ら
も
彼
方
に
あ
る
国

　

 

ア
ー
シ
ュ
ラ
・
Ｋ
・
ル
＝
グ
ィ
ン
／

中
村　
浩
美 

訳　

　
友
情
と
恋
の
狭
間
、
両
親
の
期

待
と
自
分
の
夢
の
間
で
苦
悩
し
、

揺
れ
る
少
年
の
心
を
、
ル
＝
グ
ィ

ン
が
美
し
い
ア
メ
リ
カ
の
情
景
と

と
も
に
紡
ぎ
だ
す
。

友
達
が
い
な
い
と
い
う
こ
と

　
　
　
　
　
　
　

小
谷
野　

敦　

　
「
便
所
め
し
」
と
い
う
言
葉
が

あ
る
が
、
友
達
が
い
な
い
と
い
う

こ
と
は
、「
も
て
な
い
」
よ
り
も
つ

ら
い
か
も
し
れ
な
い
。
文
学
作
品

を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か

ら
描
く
、ネ
ッ
ト
時
代
の
友
達
論
。

困
っ
て
る
ひ
と　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

大
野　

更
紗

　
　

ビ
ル
マ
難
民
を
研
究
し
て
い

た
大
学
院
生
女
子
が
、
あ
る
日

と
つ
ぜ
ん
原
因
不
明
の
難
病
を
発

症
。
自
ら
が
「
難
民
」
と
な
り
、

日
本
社
会
を
サ
バ
イ
ブ
す
る
は
め

に
な
る
。
命
が
け
エ
ッ
セ
イ
！

ア
ハ
メ
ド
く
ん
の 

い
の
ち
の
リ
レ
ー

若い人に贈る
読書のすすめ

　
あ
な
た
が
、
み
ず
み
ず
し
い
感
性
、
好
奇
心
、
柔
軟
な
思
考

そ
う
し
た
も
の
を
豊
か
に
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
《
若
い
と
き
》

に
読
書
を
す
る
こ
と
は
、、
後
の
生
き
方
に
大
き
な
実
り
を
も
た

ら
す
こ
と
と
な
る
で
し
ょ
う
。
あ
な
た
が
、
読
書
を
日
常
の
何

気
な
い
習
慣
に
す
れ
ば
、
き
っ
と
、
幸
せ
な
「
本
と
の
出
会
い
」

が
や
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

　
図
書
館
で
は（
社
）読
書
推
進
運
動
協
議
会
の「
２
０
１
２『
若

い
人
に
贈
る
読
書
の
す
す
め
』」
で
推
薦
さ
れ
た
図
書
24
冊
を
紹

介
す
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
ま
す
。
若
い
人
に
は
、
ぜ
ひ
読

ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
同
時
に
、
大
人
の
皆

さ
ん
に
も
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
本
ば
か
り
で
す
。

２０１２

社団法人　読書推進運動協議会推薦※

※社団法人・読書推進協議会とは……
　読書の推進によって、わが国の文化の
向上に寄与することを目的として、昭和34
年の「読書週間」を契機に、図書館界と
出版界の総意のもとに結成され、各種の
読書推進運動を実施しています。
　秋の「読書週間」、春の「子どもの読書
週間」のほかに、９月には「敬老の日・読
書のすすめ」を実施しています。

　
鎌
田　
實 

／
安
藤　
俊
彦 

絵

（
ブ
ッ
ク
レ
ビ
ュ
ー
１
月
号
で
紹
介
）

子
ど
も
に
か
か
わ
る
仕
事

 

汐
見　
稔
幸

　

学
校
、
診
察
室
、
地
域
な
ど
の

現
場
で
、子
ど
も
の
い
の
ち
、育
ち
、

こ
こ
ろ
、
そ
し
て
生
き
づ
ら
さ
に

真
摯
に
寄
り
そ
い
、
支
え
る
13
人

が
自
ら
の
仕
事
を
素
直
に
語
る
。

風
を
見
に
い
く

　
　
　
　
　
　
　
　

椎
名　

誠　

　

最
果
て
の
地
か
ら
聖
地
ま
で

…
…
、
世
界
で
い
ち
ば
ん
の
風
を

探
し
に
。
そ
こ
に
は
思
い
も
よ
ら

な
い
出
来
事
が
あ
っ
た
り
、
出
逢

い
が
あ
っ
た
り
、
風
に
ま
つ
わ
る

ド
ラ
マ
が
待
っ
て
い
た
。

家
族
の
歌

　
　

河
野
裕
子
・
永
田
和
宏
ほ
か

　

ガ
ン
に
斃
れ
た
歌
人
・
河
野
裕

子
。
亡
く
な
る
前
日
に
家
族
に
詠

ん
だ
絶
唱
。
歌
人
一
家
が
、
そ
れ

ぞ
れ
心
に
手
を
の
べ
て
、
看
取
り
、

癒
し
あ
っ
た
１
年
を
綴
っ
た
短
歌

と
エ
ッ
セ
イ
63
編
。

神
様
の
女
房

　
　
　
　
　
　

 

髙
橋
誠
之
介　

　

松
下
幸
之
助
を
、
幾
度
も
襲
っ

た
逆
境
を
、
陰
と
な
り
日
向
と

な
り
支
え
、「
夫
の
夢
は
私
の
夢
」

と
幸
之
助
の
描
い
た
壮
大
な
ス

ケ
ー
ル
の
夢
を
二
人
三
脚
で
追
い

か
け
た
妻
の
感
動
の
物
語
。

（
続
き
は
３
月
号
で
紹
介
し
ま
す
）

紹介した本の一部


